
鯨
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撫鰐
蛤
姻
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　振
群

籍

卿

マ
ル
ク
ス
氏
慾
剰
偵
値
説
の
評
論

一
小
作
制
と
小
作
法

鵬
開

悟
柵

華

府
會
議

に
於

け

ろ
支
那
關
税
問

題

我
邦

の
瞥
業

枕

を
論
ず

・

勢

働
保
険

に
關
す

る

一
考
察

・

岨説

苑

一
地
學
親
瀧
會
學

説

に
就

き
て

・

」

雑

録

猫
逸

の
同
朋
罷
業
保
険

・

安
倍
轟

履

物
史
観
と
餓
剰
偵
値
」

ロ「

竹
内
法
學
士
課
「
富
国
論
』
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學
博
士

渋

墨

士

注
學
博
士
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學
博
士
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博
士

注
學
博
士

法
學
博
士

法
華
構
士

経
済
學
士

注

學

⊥

浜
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博
士

小

川

郷

太

郎

汐

見
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郎

田

島
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錦

治

河

田

嗣

郎

末

廣

重

雄

励

声
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雄

山

本

美

越

乃

財

部

静

治

岡

崎

交

規

水

谷

長

三

郎

河

上

肇

悩
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マ
ル
ク

ス
氏
鱗跡
剰
価
夙
値
論

の
評
論

(三

8
兀
)

田

島

錦

治

輪弟
六
節

縄
墨
的
及
ひ
相
射
的
鯨
剰
償
疽
の
説
明
及
ひ
其
批
評

マ
ー7
ク

ス
は
資
本

を

分
ち
て
、
不
璽
資

本

ご
攣
易

資
本

ε
の
二

ε
な

し
、
不
攣
資

本

は
飴
剰
債
値
を

生
せ

さ
れ

こ
も

、
愛

易
資
本
即

ち
勢
賃

ご
し
て
勢
働
力

を
維
持

す

る
所

の
生
活
資

料

に
供

せ
ら

る
る
所

の
も

の
は
、
絵

剰
債

値

を
生
す

ε
思
考

せ
る
は

、
前
節

に
縷

述
せ

る
如

し

、

マ
ル
ク

ス
は
此
前
提

に
本

つ
き
、
齢
剰
債
値
を
愛
更

し
及

ひ

増
加
す

へ
き
両
箇

の
原

因
を
推

論

し
た

h
。

其
第

一
原
因
は
、

「
般

に
勢

働
者

の
労
働

生
産
力

を
増

加
す

る
に
由

る
も

の
な
り
。
北
勢
働

生
産

力

の
増
加

は

更

に
二
箇

の
原
因

に
由

る
。
其

一
は
科

學
的
獲
見
為

機
械

の
獲
明
、
課
業

の
新
組
織

導
技

術
的
配
備

に
由
り
。
其

二
は
勢

働
時
間

の
延
長
、

叉
は
勢

働
聴
聞

を
延
長

せ

さ
る
も
、
之
を
延
長
す

る

ざ
同

↓
敷
力
を
生
す

へ
き
勢
働
熱

度

の
増

加
に
由

る
も

の
な

り
。
上
述

の
原
因

に
由
り

て
増

加
す

る
所

の
飴
剰

償
値

を
指

し
て
、

マ
ル
ク
ス
は
絹
射

的
飴
剰
償
値

(α
の
『
㊤
訂
o
葺
O
竃
Φ窪
≦
o
訴
ゴ
)
ε
名
け
た

り
。

.

第

二
原
因
は
勢
働
者

の
勢
働

の
交
易
債
値

を
低
く
す

る
に
由

る
も

の
な
り
。

マ
ル
ク
ス
の
假
定

に
從

へ
は
.
此

論

叢

マ
ル
〃
ス
氏
隙
剰
便
値
説
の
評
論
(三
、完
)

第
+
四
巻

(第
四
號

四
五
)

六
三
七

■

■



ヒ

r

趨

り

論
.
叢

マ
ル
ク
ス
氏
盤
剰
便
値
段
の
評
論
(三
、完
)

第
+
四
巻

A
第
四
號

四
六
㌔

六
三
入

債
値
は
勢
働
者

の
生

活
維
持
嬰

に
由

り
て
定
ま

る
、
而

し

て
此
儂
直

に
比

し
て
勢
働
力

の
生
産
物

の
償
値

が
人

な

る
丈

、
鹸
剰
償
直

は
大

な
る
も
の
な

る
か
故

に
、
縦

令
生
産
物

の
慣
値
は
同

一
に
止

ま
る
も

、
勢
働
者

の
生
活
維

、持
費
即
ち
勢
働
・の
交

易
償
値

を
低

く
す

れ
は
、
餓
剰

慣
値

を
増

加
す

る
を
得

へ
き
な
り
。
上
述

の
原
因

に
山
め

て

増

加
す

る
餓

剰
償
値
を
指

し
て
、

マ
ル
ク

ス
は
相
対

的
鯨
剰
債
歴

(牙
「
『血
p
穿

①
乞
。
ぴ
暑
2
守
)

ε
名
け
た
り
。
.

上
述
両
箇

の
原
因
は
、
當

に
勢
働
者

を
犠
牲

に
供

し
て
、
資
本

主
を
利
益
す

.
例

へ
は
獲

明
文
は
獲
見

の
現

は

る

る
あ

る
も
、
勢
働
者

の
勢

働
聴
聞
は
爲

に
減

レ
せ
す

。
文

例

へ
は
穀
物

、
衣
服
、
薪
炭

の
償
格

か
下
落

す

ε
も

勢
働
者

の
賃

銀

は
回
し
割
合

に
て
低
下
す
。
而

し
て
飴

剰
横
笛

即

ち
資
本
主

の
利
潤
は

そ
れ
た
け
増
加
す

。

マ
ル
ク

ス
は

上
述

の
思
想
を
展
開

し
、

分
析

し
、

布
叙

し
、
或

は
詳
に

し
て
密
、
或

は
要

に
し
て
約
丙
頗

る
舞

文
措

僻

の
妙
を
書
す
。

而
し
て
假
令
氏

の
理
論

は

】
賀
す

る

か
和

ぎ
も
、
日
常
高
股

の
事
實

は
最

も
明

か
に
氏

の

説
を
否
定

せ
り
。
勢
働
者

は
必
ず

し
も
穀

物
衣

服
燃
料

等

の
僧
格

の
下
落

に
比
例

し
て
其
勢

賃

の
低
下
を
見

る

こ

.

ε
な
く

.
生
計
程

度
は
漸
く
高
ま

り
、
食

餌
服
飾
亦
曩

時

の
比

に
非

す
。
葡
萄
酒

、
肉

、
珈

琲
、
煙
草

、
靴

下
、

革
靴

、
手
巾
等

は

一
般

に
肉
膿

的
勢
働
者

に
由

り
て

消
費

せ
ら

る
る

に
至
れ
り
。
固

よ
り
各

種
類

の
勢
働
者

に
就

、

て
見
れ
ば
、
決
し
て
上
述

の
如
き
生
計
程
度
の
昂
上
に
由
り
て
各
人
同

一
の
利
益
を
享

く
ε
謂
ふ
を
得
す
、
中

に

は
不
幸
な
る
失
職
者
、
落
伍
者
、
貧
窮
者
あ
る
可
し
ε
難
も
、
全
禮
よ
り
見
れ
ば
此
等
は
寧

ろ
少
数
の
例
外

ε
謂

ふ
を
得

へ
く
、
ヌ
彼
等

の
中

に
は
、
.例

へ
は
瀬
怠
、
悪
習
、
犯
行
、
癈
疾
等
に
由
り
て
、
勢
働
を
爲
す

の
意
思
叉



`

は
能
力
を
饑
く
所
の
者
を
含

み
、
而
し
て
此
等

の
総
て
は
適
當
に
勢
働
者
ε
稽
し
得

へ
か
ら

さ
る
者

に
し
て
、
且

此
等
は
決
し
て
現
代
に
特
装
特
有
の
も
の
`
謂
ふ
を
得

さ
る
な
り
。
由
是
観
之
、

マ
ル
ク
ス
か
勢
働
者
生
活
維
持
、

盗
め
減
少
は
彼
等
の
賃
銀
を
回
し
割
合
に
低
下
せ
し
め
て
、
資
本
主

の
相
謝
的
鯨
剰
横
領
を
増
加
す
ご
の
説
の
事

.

實
に
反
す

る
を
知

る
な
り
Q

マ
ル
ク

ス
の
勢
働
時
間
の
増
加
か
資
本
主
の
絶
対
的
餓
剰
儂
値
を
増
加
す
ε
の
考
は
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
.

ミ
.ル
に
由
り
て
裏
書
せ
ら
れ
だ
る
所
な
り
ご
錐
も
、
是
亦
實
際
の
事
實
に
符
合
せ
す
。
欧
洲
諾
國
の
勢
働
時
間
は

曾
て
十
二
、
十
三
、
叉
は
往
々
十
四
塒
の
長
き
に
迫
ひ
把
る
こ
ε
あ
り
た
れ
ご
も
、
漸
く
減
少
し
て
通
常
九
叉
は

十
時

ご
な
ワ
、
稀

に
十

　
時

に
亘
る
こ
ご
め
る
k
温
き
す
、
而
し
て
第
二
十
世
紀
に
迫
ひ
て
は
謂
ゆ
る
八
時
間
労

働
の
實
施
を
各
庭

に
見

る
に
至
れ
り
。

マ
ル
.ク
ス
か
勢
働
時
間
の
増
加
ε
同
様
な
る
絶
対
的
餓
剰
慣
値
の
原
因
ご

し
て
塞
・け
花
る
勢
働
の
熱
度

q
暮
雪
昌
鋒

辞
「
.〉
「冨
一陣)

は
氏
の
考

に
從

へ
は
、
蓋
し
上
述
聳
動
時
局
の
減
少
を

補
償

し
て
俗
慾
り
あ
り
ε
な
す
な
り
。
撚

れ
ε
も
各
国

に
於
け
る
工
場
衛
生
及
ひ
其
他
労
働
保
護
の
設
備

の
進
歩

・

並
に
勢
働
者
の
協
同
固
結
の
自
由
の
獲
展
は
、
弊
働
烈
度
の
過
度
な
る
緊
張
を
緩
和
し
、
阻
止
し
、
叉
ぽ
減
退
せ
.

青

る
も
の
み
り
。
近
来
磐

起
る
所

の
ス
・ト
ラ
イ
麦

は
菓

タ
↓

ユ
の
如
き
は
、
實

に
勢
働

の
纏

的
烈

↑

度

の
増
加
を
示
す

も
の

こ
謂

ふ

へ
き
な
り
。
且
勢
働
者

の
多
撒

か
攻
撃
的

同
盟
罷
業

を
絶

え
ず
敢
行

す

る
を
得

る

は
♪
彼
等

の
勢
賃

か

マ
ル
ク
ス
の
思
考
す

る
か
如

き
軍

に
生
活
維
持
費

に
相
當
す

る

か
如

き
少

額

に
止
ま
ら
す

し

論
.
叢

・

マ
ル
グ
ス
氏
鍛
荊
領
値
凱
の
評
論
(三
八先
∀

第
十
四
巻

(第
四
號

四
七
)

大
三
九

,



論

叢

マ
ル
〃
ス
氏
鍮
剰
慣
値
説
の
評
論
(三
、完
)

第
+
四
巻

〔第
四
號

四
八
)

六
四
〇

.

七

、
其
れ
以
上
の
飴
裕
あ

る
を
示
す
も

の
な
b
。
猶
比
熱

に
閲
し
て
は
更
に
詳
細
に
論
ず

へ
し
ご
錐
も
、
要
す
る

に
.マ
ル
ク
ス
の
絶
射
的
並
ひ
に
相
醤
的
飴
剰
償
値

の
説
か
事
實

に
反
射
矛
盾
す

な
は
毫
も
疑
を
容
れ
す
。

、
今
軍
に
學
理
の
上
よ
り
考
察
守

る
も
、

マ
ル
ク
ス
は
資
本
主

`
企
業
圭
ご
を
混
同
し
、
利
子
及
ひ
利
潤
の
性
質

及
ひ
塵
別
を
明
に
せ
す
。
若
し
企
業
者

の
得
る
所
の
利
潤
か
、
果
し
て

マ
ル
ク
ス
の
思
考
す
る
如
き
簡
軍
な
る
手

段
、
即
ち
絶
射
的
及
ひ
相
対
的
饒
剰
償
疽
よ
り
成
る
な
ら
は
、
利
潤
は
有
ら
ゆ
る
企
業

に
殆

ん
ご
同
様
に
且
確
實

に
存
在
す

へ
さ
筈
な
り
。
而
る
に
實
際

に
於
て
利
潤
は
唯
稀
に
大
な
る
こ
ε
め
る
も
、
普
通
に
は
僅
少
に
し
て
、

往
々
絶
無
な
る
場
合
叉
は
損
失
の
場
合
す
ら
有
り
。
其
理
由
は
利
潤

か

マ
ル
ク
ス
の
思
考
す

る
如
き
物
の
物

に
謝

す

る
關
係
よ
り
生
す
る
に
非
す

し
て
、
實

に
人
の
物
に
封
ず
る
關
係
よ
り
生
す
る
に
在
る
な
り
。
利
子
は
物
の
物

に
劃
す

る
關
係
よ
り
生
す
れ
ε
も
、
利
潤
は
然
ら
す
。
利
子
は
資
本
の
生
産
力
に
原

つ
き
資
本
主
即
ち
資
本
供
給

者
の
賢
不
省

に
因
ら
ず
し
て
生
す
る
も
の
な
れ
こ
も
、
利
潤
は
圭
ご
.し
て
企
業
者
の
人
格
に
基
く
も
の
な
り
。
此

事
は
余

か
嚢

に
本
誌
に
連
載
し
セ
る
論
文

「
利
潤
の
経
濟
的
及
ひ
道
観
的
性
質

に
」
於
て
詳
論
し
た
る
所
な
り
。

マ
ル
ク
ス
は
利
潤
特
に
純
利
潤
の
性
質
を
知
ら
す
、
而
し
て
其
知
ら
さ
る
は
實

に
企
業
及
ひ
企
業
者

の
性
質
及
ひ

任
務
を
知
ら
さ
る
に
基
一
。
氏
は
曰
く

「
資
本
主
ε
し
て
は
彼
は
只
人
格
化
せ
る
資
本
な
り
、
彼
の
精
神
は
資
本

精
神

(囚
p,
旨
"
幕
警

)
な
り
。
資
本
は
軍

一
な
る
生
活
本
能
を
有
つ
、
即
ち
自
己
を
利
用
し
て
飴
剰
横
笛
を
作
り

出
す

こ
、妊
、
詳
着
す
れ
は
其
不
攣
的
部
分
即
ち
生
産
方
便
を
似
て
、
能

ふ
丈
多
く
の
飴
剰
勢
働

(
宮
ω算
彗
σ
Φ菖
を



吸
牧
す

る
本
能
是
な
り
。
資
本
は
既
に
死
せ
る
勢
働
な
る
に
、
唯
現
に
生
け
る
勢
働

の
吸
牧
に
依
り
て
の
み
吸
血

鬼

の
如
一
活
動
し
、
而
し
て
吸
牧
す
る
こ
ざ
愈
々
多
け
れ
は
、
活
動
す

る
こ
ε
亦
盆
々
盛
ε
な
る
も
の
な
り
」
ε
。

(資
本
論
策

一
冊

一
九
四
頁
)。

.

夫
れ
斯
の
如
く
.

マ
ル
ク
ス
は
資
本
主

ε
企
業
主

`
を
混
同
し
、
資
本
主
を
以
て
人
格
化
せ
る
資
本

ご
爲
し
、
、

又
は
既

に
死
せ
る
勢
働
ご
寫
す
。
特

に
知
ら
す
、
資
本
は
勢
働
に
頼
り
て
活
動
し
得
る
ε
共
に
勢
働
も
亦
資
本
に

依
b
て
其
機
能
を
襲
揮
し
得
、
而
し
て
此
両
者
を
適
當
に
結
合
し
て
各

々
相
當
の
奴
果
を
翠
(
を
得
せ
し
め
、
即

ち
資
本

に
は
利
子
を
得
せ
し
め
、
勢
働

に
は
勢
賃
を
得
せ
し
む
る
者
は
.
實

に
企
業
者
の
働
即
ち
企
業
に
在
る
こ

.

ε
を
。
蓋
し
斯
三
者
は
恰
も
鼎
の
三
脚

の
如
く
互
に
相
頼

り
、
相
扶
"
る
關
係
を
成
す
者
な
り
。
但
資
本
主
の
所

む

む

得
陀
る
利
子
ご
勢
働
者
の
所
得
た
る
勢
賃
蛇
に
企
業
者
の
所
得
た
る
利
潤
ぜ
を
比
較
せ
は
、
前
者
は
物
の
物
に
劃

む

　

　

す

る
關
係
な
れ
こ
も
、
後
の
両
者
は
人
の
物

に
封
ず

る
關
係
な
り
。
利
子
は
資
本
な
る
物
ご
、
其
物
の
生
産
力

の

　

ノ

結
果
紀
る
生
産
物
な
る
物

ε
の
關
係
よ
り
生
す
。
故

に
資
本
主
の
賢
不
肯
勤
惰
老
少
生
死
に
關
係
な
く
、
荷
も
投

む

費
せ
ら
れ
た
る
資
本
あ
れ
は
、
必
ず
世
間
蚊
の
利
子

を
生
す

へ
し
。
之

に
反
し
て
勢
賃
は
労
働
者
た
る
人
、
ε
其

む

人

の
勢
働
の
結
果
把
る
生
産
物
な
る
物
ε
の
關
係
よ
り
生
す
。
故

に
勢
賃

の
大
小
有
無
は
労
働
者

の
生
命
健
康
知

識
蓮
徳
の
黙
呪
程
度
.ε
密
接
な
る
因
果
關
係
み
る
も
の
な
り
。
而
し
て
利
潤
特
に
経
済
學
者

の
謂
ゆ

る
純

利

潤

む

む

(
団
⊆
話

℃
「島
こ

な

る
も

の
は
、
企
業
者

花

る
人

ε
、

其
人

の
企
業
的
任
務

の
結
果
た

る
生
産

物
な

る
物

ε
の
關

係

.

論

叢

マ
ル
〃
ス
其
儀
荊
価
値
観
の
詳
論
(三
、完
)
.

第
+
四
巻

(第
四
號

四
九
)

六
四
「

の



論

叢

マ
ル
〃
ス
氏
蝕
剰
慣
値
訊
の
評
論
(三
、完
)

第
十
四
巻

(第
四
號

五
Q
)
.
六
四
二

よ
り
生
す
。
即
ち
生
産
物
の
総
償
格
よ
b
生
産
費
〔生
産
維
持
費
を
含
む
)を
控
除
し
て
猶

は
鯨
り
あ
ら
は
、
暴
れ

即
ち
利
潤

に
し
て
、
此
利
潤

の
中
よ
り
、
若
L
凋
占
的
利
益
叉
は
幸
運
的
利
益
あ
ら
は
之
を
控
除
し
て
伺
ほ
飴
り

め
ら
は
.
、是
れ
即
ち
純
利
潤
に
し
て
、
全
く
企
業
者
の
人
格
に
水
つ
く
所

の
所
得
な
り
ご
す
。
夫
れ
是
の
如
く
利

潤
特
に
純
利
潤
は
人
の
物
に
蜀
す
る
關
係
を
有

つ
か
故
に
、
企
業
者
の
人
格
才
能
の
差
等

に
從
ひ
素
よ
り
千
差
萬

別
に
し
て
、
實
際

に
於
て
は
、
至
て
少
数
の
人

の
み
互
利
を
占

め
、
多
数
は
中
位
の
利
益
を
得

る
か
又
は
其
地
位

を
維
持
す
る
に
止
ま
り
、
而
し
て
其
他
は
損
失
を
蒙
む
る
こ
ご
あ
る
な
b
。
.然
ら
ば

マ
ル
ク
ス
か
全
然

企
業
者
の

人
格
を
無
覗
し
て
人
格
化
せ
る
資
本

ε
看
做

し
、
彼

の
得
る
所

の
利
潤
は
勢
働
者
の
無
償
掛
倒
即
ち
餓
剰
勢
働
よ

り
奪
取
す
る
も
の
な
b
ε
駕
す
考

の
謬
れ
る
は
明
か
な
り
。

噂

マ
ル
ク
ス
は
本
節
の
始
に
述

へ
た
る
如
く
絶
射
的
虹
に
相
劉
的
鯨
剰
僧
値
を
定
義
し
セ
る
後
、
資
本
主

か
其
横

奪
者

な
る
こ
ピ
を
断
言
し
、
現
代
の
工
業
家

か
往
時
西
印
度
諸
島
に
奴
隷
制
度
の
行
は
れ
陀
る
時
の
如
く
、
天
ダ

払
ユ
ー
ヴ
河
附
近

の
諸
州
の
貴
族

〔⇔5
ε
碧
)
の
賦
役
の
如
く
成
る
可
く
多
く
の
無
償
勢
働
を
勢
働
者
に
課
し
て
、

成
る
可
く
多
く
の
餓
剰
償
値
を
奪
取
す
る
も
の
な
る
を
論
し
噺
而
し
て
飴
剰
儂
値

の
有
償
野
鶴

に
劃
す

る
割
合
は

季
均
百

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す

ε
思
考

し
た
b
。
即
ち

一
面
に
は
生
産
技
術

の
進
歩
は
縄
鋤
的
蝕
剰
僧
位
を
増
加
し

他
面
に
勢
働
者
の
生
活
を
維
持
す
る
に
要
す

る
日
用
品
の
便
幣

の
低
減
は
相
封
的
飴
剰
償
値

を
増
加
し
、
斯
く
し

て
あ
ら
ゆ
る
文
明
の
進
歩
は
、
此
資
本
主
義
的
に
組
織
せ
ら
れ
覚
る
肚
會
に
於
て
は
n
只
輩
に
資
本
主
階
級
を
利



益
す

る
に
止
ま

り
、
益

々
彼
等

を
し

て
勢
働
者
階

級
を
横

奪
す

る
を
得

せ
し
む

ε
諭

し
た
り
。

マ
ル
ク
ス
か
英

国
経

済
學
者

セ

一一
オ

ル

(し∩
。三
。
こ

及
ひ

ウ
イ

ル
グ
ソ

(≦
房
。ロ
)

二
氏

の
説

を
翠

け
て
之
を

愚
弄
的

に
反
駁
す

る
は
、
倉
米

把
其

可
な
る
を
知
ら
す

、

セ

ニ
オ
ル
氏
寺

は
企
業
者

の
利
潤

は

(無
き
場

合
も

有

り
得

れ
ざ
も
若

し

こ
れ
有
ゲ

ど
す

れ
は
)
其

鱒
働

時
間

の
最
終
時

(
厘

沖
ゴ
o
ロこ

に
在
b

9
思

考
す

、
例

へ
は
十

時
間
ヌ
は
十

一
時
間

の
労
働
時

間

ε
す

れ
は
、
、其

最
終

即

ち
第

十
時
間
目
叉

は
第

十

一
時
間

目

の
勢
働

の
生
産
物

、

か
企
業
者

の
利
潤

に
該

當
す

ε
.思
考
す
。
要

す

る
に

セ

二
才

ル
氏
寺
は
自
己

の
纏

駿
視
察

に
依

り
、
企
業
者

の
利

潤

か

一
割
位

に
止

ま
る
こ
ご
を
述

へ
π
る
に
止
ま

り
、

決

し
て
勢

働
時
間

か
繕
封

に
減

少
す

へ
か
ら

さ
る
を
説

き

π
る
も

の
に
非

す
。
故

に
若

し
假

に

セ

三
才

ル
か
企
業

の
李
均
利

潤
を
過
小

に
.見
積

リ
セ
り

ε
す

る
も
、

マ
ル
ク

ス
か
其

謂
ゆ

る
飴
剰

償
値
を
過
大

に
見
積

り
た

る
の
批

難

は
之
を
発

か

る
る
を
得

さ
る

へ
し
。

何

ε
な

れ
は

マ
ル

ク
ス
は
企
業
者

ε
資
本

主

ご
を
混

同

し
、
蕾

に
資
本

の
利
子

の
.正
當
性

を
認

め
さ
る
の
み
な

ら
す
、
企
業

の
利
潤

の
正

常
性

を
も
否
認

し
、
此
面

種

の
牧
人
を

一
括

し
て

、
勢
働

者

の
過
剰
勢
働

よ
り
生
す

る
所

の
も

の

に
し
て
、

其

謂

ゆ
る
資
本
主

の
横

奪

に
麟

す

る
も
の

ξ
思
考
す

れ

は
な
り
。
(資

本
論
第

一
冊

一
八
五
頁
乃

至

一
九

一
頁

)

蓋

し
多
数

企
業

者

の
中

に
は
、

マ
ル
ク

ス
の
指
摘

せ

る
如
き
陰

険
狡
猾
無

情
貪
婪

な
る
者
も
有

り
し
な

る

へ
く

、

特

に
欧
洲
産
業

革
命

の
起

れ

る
初
期

、
即

ち
経
済

畢
者

か
往

々
呼
て
大

工
業

の
混

沌
時
代

(一.曾
。
ρ
口Φ
高
僧
o什β
器

号

口

唱
雪
α
①
冒
α
ロm↓膏

)
に
際

し
て
は
、

マ
ル
ク
ス
の
鯨

剰
勢
働
及

ひ
飴
剰

贋
値

の
説
を
裏
書
す

る
か
如

き
事
實

論

鎚

マ
〃
〃
ス
原
盤
剰
慣
値
醗
の
評
論
(三
、完
)

第
十
四
巻

(第
四
號
.

五
【
.)

六
四
三

.



論

叢

マ
ル
〃
ス
氏
鹸
剰
便
値
説
の
評
論
〔三
、完
り

第
十
四
巻

(第
四
號

五
二
)

六
四
四

か
多

く
現
出
存
在

せ
し

は
毫

も
疑

を
容

れ
す
。

是
政

に

マ
ル
ク
ス
以
前

の
革
巻

に
し
て
、
夙

に
同

一
叉
は
類
似

の

説
を
公

に
し
た
る
者

砂

か
ら
す
。
倒

せ
は
英

人
ト

ム
ソ
ン
氏

か
千

八
百
二
十
四
年

に
著

は
せ
Uる

書

名

7
9
壼
8

、ω

〉
二

昌
且

受

ぎ
δ

二
帰

国
ユ
・
曼

窃

g

叶ぽ

穿

§

昇
一。
:

h
壽

・
喜

暑

湾

9

巳

后
け曰く
。
8

田

舞

・
=
若
書

。。・ε

の
所
論

は
槌

に

マ
ル
ク

ス
の
飴

剰
償
値

説

に
先
鞭

を
若

け
た

る
も

の
ε
謂

ふ
可
く
。
叉
俳
人

シ
ス

モ
ン
ヂ
氏
は
其

千
人
百

二
十
七
年
度
ひ

八
年

に
巴

里

に
於

て
刊
行

せ

る
書

(し。
冒
日
。
巳
。
α
。
ω
騨
日
。
巳
7

Z
2
く
田
舞

℃
旨

暑

。
。。
匙

曾
o
ぎ
巨
o
唱
o
屋
虐
9

H
・
℃
・
同o
巴

に
於
て

、.冨

巨

。
舞
-
く
p
一器
.、

の
名
稠
を
以
.て
恰

も

マ
ル
ク

ス
の
謂

ゆ
る
鯨
剰

償
値

に
相

當
す

る
も
の
を
指

せ
り
。
此
他

プ

〃
ー
ド

ソ
氏

か
千
八

百
四
十
年

に
著

は

せ

る

書

(◎
二
.
婁

-盆

ρ
器

冨

嘆
。
℃
ま

け倉

n
冨
も
・
巴

に
於

て
述

ふ
る
所

は

マ
ル
ク

ス
に
先

つ
こ
ご
約

四

分

一
.世
紀

に
於
て

同
様

の
説

を
最
も

精
確

に
表
示

し
た

る
も

の
と
し
て

ル

ロ
ワ
・
ボ

ー
リ

ユ
ー
氏

の
搗

く

る
所
な

り
。

且
氏

は

マ
ル
ク
ス
を
以

で

ブ

ル

ー
ド

ン
氏

の
説

を
無
断

に
て
剽

窃
し
π
る
も

の
な
り

ε
断

言
す

蓬
雌

も
、
余

思

ふ
に
當
塒
産

業
革
命

の
初
期

即
ち

大

工
業

の
混
沌
時

代

に
際

し
て
は
、
斯

の
如

き
意
見

か
期

せ
ず

し
て
諸
国

の
學
者

論
客

の
間

に
穫
生

一
致
ず

る
こ

ε
あ

る
は
蓋

し
亦
怪
む

に
足
ら

さ
る
な
り
。
(
ル
ロ
ワ
・
ボ
.ー
リ

ユ
ー
氏
集

瓜
主
義

二
八
七
及

二
八
八
頁

)

之
を
要
す

る
に

ブ

ル
ー
ド

ン
や

マ
ル
ク
ス
か
科
學

⑳
進
歩

、
獲

明
獲
見

、
及

ひ
産

業
組
織

の
改
良

、

分
業
協

力

の
如

き
凡

そ
現

時
文
明

の
進
展

に
伴

ふ
所

の
利
益

は
軍

に
資
本

主
の
濁
占

に
賺

し
て
、
労
働
者

は
毫

も
之

か
分
前

を
受
く

る
を
得
す

し
て
、
彼
等

は
常

起
最
小
生
活
費

を
受

く

る
に
止

ま
り
、
掠

奪
者

の
爲
に
日

々
多

時

の
猷
剰
勢



働
を
無
償
に
て
提
供
す

る
も
の
な
り
ε
の
意
見
は
、
或

一
時
期
叉
は
或

一
地
方
に
偶
獲
せ
る
事
實
の
部
分
的
説
明

`
し
て
は
或
は
之
を
承
認
す
る
を
得

へ
き
も
.
各
時
期

に
亘
り
及
ひ
各
地
方
に
通
す
る

一
般
的
解
説
ε
し
て
は
當

ら
す
。

マ
ル
ク
ス
は
米
国
植
氏
地
の
奴
隷
を
學
け
、
ダ
ニ
ユ
ー
ヴ
諸
州
の
賎
民
を
墨
け
、
此
等
の
賎
隷
の
主
人
叉

は
貴
族

(ゆ
曾

こ

亡
比
較
す

る
に
現
代
の
工
業
家
を
擘
け
て
、
謂
ゆ
る
飴
剰
勢
働

の
飽
く
な
き
欲
求

(住
①
.
団
。一・。.,

ぎ
旨
㈹
Φ
「
ロ
胃
げ
言
oξ
胃
げo
詳
)
か
資
本
主
腰
生
以
來
世
界
に
共
通
す
る

一
般
的
事
實
な
る
か
の
如
く
説
明
し
て
頗

る

得
意
の
馨

甚

難
も
、
余
輩
を
以
・
見
れ
ば
、
斯
の
如
き
妻

は
時
間
曽

も
肇

閣

に
・
共
に
部
分
的
の
.

も
の
に
過
ぎ
す
。
之
を
讐

ふ
れ
は

マ
ル
グ

ス
の
考
は

一
の
都
會

に
幾
人
か
の
傅
染
病
患
者
あ
る
の
事
實
を
視
て
、

共
都
民
全
盤

か
病
毒
に
感
染
す

`
思
ふ
如
く
、
又
は
非
常
臨
時

の
烈
風
に
遭
ひ
て
、
常
住
絶
え
す
風
害
あ
り
ε
思

ふ
か
即
し
。

マ
ル
ク
λ
の
前
半
世
は
恰
も
大
工
業
の
混
沌
時
代
に
當
り
、
非
常
臨
時
の
産
業
的
烈
風
か
吹
き
荒
み

た
る
時
な
b
、
彼

の
目
睹
せ
乙
英
国
の
工
業
界
は
脛
濟
的
傳
染
病
毒
の
襲
ひ
来
れ
る
威
な
b
。
曰
く
過
長
な
る
勢

働
時
間
、
書
夜
兼
業
、
曰
く
婦
女
少
年
の
使
役
、
曰
く
貧
富
懸
隔
の
増
大
、
失
業
者
の
増
加
等

マ
ア
ク
ス
の
絶
射

的
蛇

に
相
射
的
鯨
剰
償
疽
の
・説
を
裏
書
す
る
如
き
事
實
は
出
現
し
π
る
は
、
余
亦
之
を
認
む
ε
錐
も
、
久
し
か
ら

す
し
て
謂
ゆ
る
混
沌
時
代
は
徐
々
に
静
穏
晴
朗
に
復
し
つ
つ
あ
り
。
即
ち
勢
働
時
間
は
年
を
追

ふ
て
短
縮
し
、
婦

女
少
年

の
夜
業
は
禁
止
せ
ら
れ
、
曹
に
彼
等

の
み
な
ら
す
、

一
般
勢
働
者
を
保
護
優
遇
す
る
所

の
立
法
及
ひ
施
設

は
益
々
具
備
す

る
に
至
れ
り
。
且
之
ε
同
時
に
勢
働
者
の
堅
く
る
勢
賃
は
増
加
し
、
音

に
其
貨
幣
的
即
ち
名
義
的

論

蟻

マ
ル
ク
ス
氏
鹸
、剰
価
値
訊
の
評
論
(三
、完
V

第
+
四
巻

第
四
雛

五
三
)

六
四
五

O



論

叢

マ
ル
ク
ス
氏
餓
剰
価
値
設
の
評
論
(三
、完
)

第
十
四
巻

(第
四
號

五
四
)

六
四
六

収
入

(昌
。
日
ご
巴

舅
㊤
σq
。
)
に
於
て
の
み
な
ら
す
、
實
際
的
牧
入

(希
』

語

σq
。
)
に
於
て
も
亦
増
加
し
、
從
て
彼
等

の
生
活
基
準

は
著

る
し
く
昂
進

し
、
中

に
は
多
少
の
貯
蓄
印
ち
投
資
を
駕
し
、
資
本
主
の
資
格
を
兼
ぬ
る
を
得
だ

る
者
蓋
し
砂

か
ら
す
ε
す
。
実

れ
撚
り
、
然
ら
ば
則
ち
縦
令
今
荷
ほ
幾

分
の
貧
困
者
あ
り
、
失
職
者
あ
b
ε
も
、

マ
ル
グ
ス
の
思
考
す
る
如
く
、
凡
そ
勢
働
者
な
る
も
の
は
彼
蛇

に
其
家
族
の
生
活
を
維
持
す
る
費
用
以
外
何
物
を

も
取
得
せ
す
し
て
、
彼
等

は
資
本
生
の
爲
め
に
飴
剰
勢
働
を
爲
し
て
、
鯨
剰
償
値

を
生
産
す
る
も
の
な
り
ε
の
説

の
偏
見
誤
想
た
る
は
明
々
白
々
亦
疑

ふ
の
鯨
地
無
き
な
り
。

第

七

節

結
.

論

以
上
数
節
に
亘
り
て
縷
述
し
た
る
所
を
約
説
す
れ
は
、

マ
ル
ク
ス
は
商
品

の
循
環
を
以
て
資
本

の
起
源
ε
爲
し

及
ひ
貨
幣
を
以
て
資
本
の
出
現
す
る
鼠
姑
の
形
式
ε
爲
す
は
第

一
の
誤
謬
な
り
。
氏
は
資
本
を
以
て
歴
史
的
範
疇

に
厨
す
ε
思
考
し
、
其
起
源
を
貨
幣
的
財
産
即
ち
商
人
の
資
本
及
ひ
金
貸
の
資
本
ご
し
て
現
は
る
ε
諭
し
、
而
し

て
資
本
は
實

に
石
器
時
代
に
於
て
も
、
叉

ロ
ビ
ン
ソ
ー
の
孤
島
に
於
て
も
既

に
存
在
し
、
叉
は
存
在
し
得

へ
き
も

の
な
る
を
知
ら
す
、
氏

か
使
用
債
値
ご
交
易
債
匝
ε
の
匠
別
及

ひ
説
明
は
巧
は
則
ち
巧
な
り
ご
雌
も
、
使
用
償
値

か
交
易
傾
傾
の
重
要
な
る
根
源
な
る
を
忘
れ
、
財
貨

の
生
産

に
要
し
た
る
勢
働
力
即
ち
勢
働
時
間
を
以
て
其
財
貨

の
債
値
即
ち
交
易
慣
値

の
根
源
井
に
測
度
な
る
を
諭
し
て
、
更
に
第
二
の
誤
謬
に
陥
る
れ
り
。
氏
は
更
に
勢
働
力



を
以
て

一
の
商
品

ご
思
考
し
、
其
償
値

は
他
の

一
般
商
品
ε
回
し
く
、
之
か
生
産

に
要
す

る
弊
働
力

に
出
て
測
定

せ
ら
る

へ
し
ε
思
考
せ
り
。
帥
ち
資
本
主
が
購
買
す

る

一
日
分
の
勢
働
力
は
北
勢
働
力
を
維
持
す
る
に
要
す

へ
き

一
日
分
の
生
活
費
を
生
産
す

へ
き
労
働
力
な
り
ε
思
考
し
、
此
後
記
の
勢
働
力
は
蓋
し
⊥
ハ
時
間

に
て
足
る
ε
假
寇

し
、
前

記
の
勢
働
力
は
十
二
時
間
に
達
す
ご
假
産
し
、
此
十
二
時
間
ε
六
時
間
ご
.の
差
は
謂
ゆ

る
饒
剰
勢
働

に
し

て
、
其
盤
産
物
は
謂
ゆ
る
鯨
剰
債
直
な
b
ご
諭
し
π
b
。
氏
は
此
餓
剰
賃
誼

の
説
を
敷
衍
す
る
に
當
り
、
更

に
資

本
を
分
ち
て
不
愛
及
ひ
璽
易
の
二
種
ε
駕
し
、
籍

か
に
其
創
見
を
誇
る
か
如
き
態
あ
b
`
錐
も
、
此
塵
別
は
更
に

氏
の
偏
見
誤
謬
を
深
甚
な
ら
し
め
た
る
に
止
ま
れ
り
。
若

し
果
し
て
氏

の
考

の
如
く
不
璽
資
本

に
旙
す

る
工
場
機

械
等
は
其
生
産
物
慣
値
の
中

に
減
慣
補
充
を
再
生
し
得

る
に
止
ま
り
、
愛
易
資
本

に
厨
す
る
勢
働
者
生
活
貸
料
の

慣
値
か
其
生
産
物
慣
侑
の
中

に

一
層
多
く
再
生
す
る
な
ら
は
、
資
本
主
、
否
、
寧

ろ
企
業
者
は
愛
易
資
本
を
成
る

可
く
多
量

に
使
用

し
、
不
攣
資
本
を
成

る
可
く
少
量

に
使
用
す

る
を
利
益
ε
爲
す

こ
ε
`
な
る
、
然

る
に
實
際
に

於
て
は
、
人
力
に
代
り
叉
は
之
を
節
約
す
る
所
の
器
具
機
械
其
他
生
産
的
設
備
の
投
資
高
は
大
規
模

の
工
業
に
於

て
は
益
々
増

加
し
、
.面
し
て
此
等
の
工
業
に
於
て
は
、
他

の
人
力
を
比
較
的
多
く
使
用
す

る
小
規
模

の
工
業
又
は

農
業
よ
り
は
大
な
る
利
潤
…を
生
み

っ
つ
あ
り
。

夫
れ
斯
の
如
く

マ
ル
ク
ス
の

一
の
誤
謬
は
更
に
他
の
誤
謬
を
生
み
、
前

の
矛
盾
は
叉
後
の
矛
盾
を
生
す
、
要
す

る
に
其
根
本

の
誤
は
償
値

の
眞
理
を
解
せ
さ
る
に
在
る
な
り
。

論

叢

マ
ル
ク
ス
氏
徐
荊
蟹
値
説
の
評
論
(三
、完
)

第
十
四
巻

(第
四
號

五
五
)

六
四
七

,



論

叢

マ
ル
「〃
ス
氏
饒
剰
慣
値
説
の
評
論
〔三
、完
)

第
+
四
巻

(第
四
號
・
五
六
)

六
四
入

氏

の
謂
ゆ

る
絶
封
的
井

に
相

劃
的
餓
剰
償
値

の
読

の
如

き
は
、
曹

に
實
際

の
事
實

に
依
り

て
反

謹
せ
ら

る
る
の

み
な
ら
す
、
學
理

上
大
な

る
誤

謬
を
含

む
も

の
な
り

。
即

ち
氏

は
膏

に
資
本
主

ε
企
業
主

ε
の
差

別
及

ひ
任
務
を

理
解

せ

さ
る
の
み
な
ら
す

、
資

本

の
利
子
#

に
企
業

の
利
潤
の
性
質

を
知
ら
す

。

マ
ル
ク

ヌ
の
眼

は
輩

に
勢
働

の

方
面

に
討

て
開

け
る
の
み
、
資

本
及

ひ

企
業

の
方
面

に
向

て
は
長

へ
に
閉

ち
た
り
。
否
之

を
開

く
を
徴
せ

さ
る
な

り
、
宜

な
り
其
所
説

の
偏
頗

に
し
て
中

正
を
失
す

る

こ
ε
を
。

〔完
)

つ

　

む

む

正
誤
、
本
論
交

二

)即

一
月
號
(第
十
四
巻
第

一
號
)
の
第
叫
頁
第
五
行
井
に
第
九
頁
第
七
行
に
循
環
論
法

　

り

む

む

ε
あ

る
は
磨
一諦
伴
雫

の
㎝訣

・

1

,

,


